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NEWS RELEASE 2019 年 10 月 23 日 

認知症予防のアグリマス株式会社の⿊井俊哉⽒、 
 ⽇本早期認知症学会学術⼤会にて、若⼿奨励賞を受賞︕ 

 
この度、認知症予防ベンチャーのアグリマス株式会社の社⻑室⻑ 兼、デイサービス

「東京マルシェ池上」の施設管理者を務める⿊井 俊哉（くろい としや）⽒が、2019 年
10 ⽉ 20 ⽇に開催された「第 20 回 ⽇本早期認知症学会学術⼤会 in 岐⾩」にて、若⼿奨
励賞を受賞致しました。⽇本早期認知症学会は、早期認知症の診断および予防、治療の研
究や知識の普及、理解、⼀般社会への啓発への寄与を⽬的に活動をしており、第 20 回学術
会のテーマは「エビデンスに基づいた脳の診⽅、鍛え⽅」でした。今回、このテーマに
沿って応募された 36 演題の中から、⿊井⽒の演題「Q-ESD と⽼研式活動能⼒指標と関連
性の検討」が、若⼿奨励賞として選出されました。この演題は、アグリマス株式会社が⼤
森医師会や徳島⼤学⼤学院⻭薬学研究部と共同で⾏なっている認知症の「超」早期発⾒
（軽度認知障害-MCI よりもさらに前の段階）のための簡易的スクリーニング⼿法の研究で
ある「健康脳プロジェクト」の 2018 年度の成果をまとめたもので、⿊井⽒はこの「健康
脳プロジェクト」の責任者を務めております。 

「健康脳プロジェクト」は、2017 年度-2018 年度の２年に渡り、経済産業省の主催す
る健康寿命延伸産業創出推進事業にも選出されており、認知症を超初期段階で発⾒するた
めの脳の健康診断である「健康脳測定会」の測定項⽬として、⼤森医師会と共同で開発し
たスクリーニング⼿法”Q-ESD”を活⽤することでその有効性の実証実験を重ねてまいりま
した。また、2019 年年度においても、「早期認知症予防センター Welln(ウェルン)」と
してその研究活動を継続しております。「認知症は、早期発⾒・早期予防が重症化防⽌の
鍵とされているが、プレクリニカル期での簡易的スクリーニング⽅法が確⽴されておら
ず、病院で診断がつき具体的な治療が開始されるまでに⾮常に⻑い時間がかかってしまっ
ている状況があります。認知機能の低下と関係の深い⽇常⽣活の変化を捉えるためのスク
リーニング⽅法の確⽴が急務です。今回の研究で Q-ESD 指標と認知症発症との関連性が⽰
唆されました。今後、さらに実証実験を重ねながら、その有効性をさらに⾼めていきた
い」と⿊井⽒。2019 年度は、9 ⽉より全国の施設やコミュニティーにてデータの収集が開
始されており、来春には研究結果としての発表の機会を持つことを予定しております。 

  
2018 年度の研究結果のニュースリリースはこちら↓ 
https://www.tokyo-marche-tv.jp/news/newsrelease-20190415/ 
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以  上 
 

 

● アグリマス株式会社 https://tokyo-marche-tv.jp/company/  
認知症予防ベンチャー企業。インターネットによる介護予防プログラム配信事業『健幸
TV』、認知症超早期発⾒・重症化防⽌のための取り組み WELLN ウェルン（認知症予防センター）の運
営、介護予防デイサービス事業などを⾏う。 

 
● WELLN ウェルン（認知症予防センター）https://tokyo-marche-tv.jp/welln  

アグリマス株式会社が主催。全国の各拠点において、「健康脳測定会」をはじめとす
る、認知症の「超」早期段階における発⾒と重症化予防の取組みを⾏う。 

 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 アグリマス株式会社 ⿊井、⼩瀧  

TEL︓03-3751-1139 FAX︓03-3751-1129  
E-Mail：info@tokyo-marche-tv.jp 


